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新
年
度
を
迎
え
、
全
国
市
議
会

議
長
会
の
地
方
部
会
の
総
会
が
相

次
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
４
月

５
日
に
は
、
東
北
部
会
が
秋
田
市

で
、
北
信
越
部
会
が
金
沢
市
で
、

そ
れ
ぞ
れ
総
会
を
開
い
た
。

総
会
で
は
、
各
部
会
の
会
長
は

じ
め
新
役
員
を
選
任
し
た
ほ
か
、

各
県
の
市
議
会
議
長

会
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
議
案
等
を
審

議
、
可
決
し
た
。

新
会
長
に
、
東
北

部
会
で
は
赤
坂
光
一

・
秋
田
市
議
会
議
長
を
、
北
信
越

部
会
で
は
平
田
誠
一
・
金
沢
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
。

各
県
の
要
望
と
し
て
、
東
北
部

会
は
▽
高
速
交
通
体
系
（
鉄
道
交

通
網
）
の
整
備
促
進
▽
八
戸
港
の

整
備
促
進
及
び
特
定
重
要
港
湾
の

指
定
―
―
な
ど
１８
件
を
可
決
。
北

信
越
部
会
は
▽
拉
致
事
件
の
全
容

解
明
と
早
期
解
決
並
び
に
拉
致
被

害
者
に
対
す
る
支
援
―
―
な
ど
１５

件
を
可
決
し
た
ほ
か
、
会
長
提
出

議
案
の
「
平
成
１９
年
能
登
半
島
地

震
災
害
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を

可
決
し
た
。

各
部
会
は
可
決
し
た
要
望
の
う

ち
、
３
件
以
内
を
６
月
１９
日
開
催

の
本
会
定
期
総
会
に
議
案
と
し
て

提
出
す
る
。
議
案
は
総
会
で
審

議
、
可
決
さ
れ
た
後
、
７
月
の
理

事
会
で
本
会
の
地
方
行
政
な
ど
５

委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
。
こ
れ
を

受
け
各
委
員
会
は
要
望
書
を
ま
と

め
、
実
現
に
向
け
要
望
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
北
海
道
な
ど
７
部
会

の
総
会
は
、
４
月
中
旬
か
ら
６
月

上
旬
に
か
け
順
次
開
催
さ
れ
る
。

内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会
は
４
月
２

日
、
政
府
か
ら
安
倍
晋
三
・
内
閣

総
理
大
臣
、
菅
義
偉
・
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）

ら
が
出
席
す
る
な
か
、
首
相
官
邸

で
初
会
合
を
開
催
。
平
成
２１
年
度

末
ま
で
を
期
限
と
す
る
「
第
二
期

分
権
改
革
」
に
向
け
た
議
論
を
開

始
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
安
倍
首
相

は
、
「
『
美
し
い
国
、
日
本
』
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の

戦
後
の
基
本
的
枠
組
み
を
大
胆
に

見
直
す
こ
と
が
必
要
」
と
の
考
え

を
示
し
た
う
え
で
、
「
国
と
地
方

の
関
係
も
、
そ
の
一
つ
」と
指
摘
。

「
『
地
方
の
活
力
な
く
し
て
国
の

活
力
な
し
』
の
考
え
方
の
下
、
国

が
地
方
の
や
る
こ
と
を
考
え
、
押

し
付
け
る
や
り
方
は
捨
て
る
べ

き
」
と
、
地
方
分
権
の
推
進
に
掛

け
る
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ま
た
、
地
方
分
権
を
「
安
倍
内

閣
の
最
重
要
課
題
」
と
定
義
。
首

相
自
ら
を
本
部
長
と
す
る
推
進
本

部
を
政
府
内
に
設
置
し
、
国
か
ら

地
方
へ
の
大
幅
な
権
限
移
譲
等
に

つ
い
て
定
め
る
「
新
地
方
分
権
一

括
法
案
」
の
３
年
以
内
の
国
会
提

出
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
に
対
し
て
は
、
各
省
庁

の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
見

直
す
よ
う
求
め
た
う
え
で
、
▽
地

方
交
付
税
▽
補
助
金
▽
税
源
配
分

―
―
に
つ
い
て
一
体
的
に
検
討

し
、
５
月
末
頃
ま
で
に
改
革
推
進

に
当
た
っ
て
の
「
基
本
的
考
え

方
」
、
秋
に
「
中
間
報
告
」
を
取

り
ま
と
め
る
よ
う
要
請
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
４
月
１

日
に
就
任
し
た
同
委
員
会
の
７
委

員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
互

選
に
よ
る
委
員
長
の
選
任
を
行
っ

た
。
こ
の
結
果
、
委
員
長
に
は
丹

羽
宇
一
郎
・
伊
藤
忠
商
事
会
長
が

就
任
し
た
。
続
い
て
委
員
長
に
よ

る
委
員
長
代
理
の
指
名
が
行
わ

れ
、
地
方
を
代
表
す
る
立
場
で
委

員
を
務
め
る
増
田
寛
也
・
岩
手
県

知
事
が
就
任
し
た
。

委
員
会
で
は
今
後
、
行
政
機
関

や
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、

資
料
の
提
供
や
意
見
の
表
明
、
説

明
等
を
求
め
な
が
ら
、
各
団
体
等

の
業
務
の
運
営
状
況
の
調
査
を
進

め
て
い
く
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
分
権
一
括
法
案
の
２２
年
の
通

常
国
会
提
出
に
向
け
、
首
相
が
作

成
す
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進
計

画
」
へ
の
指
針
勧
告
取
り
ま
と
め

の
作
業
を
進
め
る
。
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地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
委

員
の
人
事
案
に
つ
い
て
３
月
２９

日
、
衆
参
両
院
の
同
意
が
得
ら

れ
、
同
委
員
会
が
４
月
１
日
か
ら

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
同
日
、
本
会
（
会
長
代
行

�
嶋
津
隆
之
・
根
室
市
議
会
議

長
）
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、

代
表
者
の
連
名
に
よ
る
提
言
を
含

め
た
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

委
員
会
の
委
員
人
事

は
、昨
年
１２
月
成
立
の「
地

方
分
権
改
革
推
進
法
」
の

規
定
に
よ
り
、
国
会
同
意

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

人
選
に
つ
い
て
は
、
安
倍

首
相
が
３
月
１６
日
に
固
め

て
お
り
、
残
す
手
続
き
は

国
会
の
同
意
を
得
る
の
み

と
な
っ
て
い
た
。

コ
メ
ン
ト
で
は
、「
地

方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

が
担
い
責
任
を
持
つ
」
と

の
原
則
の
下
、「
国
が
決
め
て
地

方
が
従
う
」
と
い
う
中
央
集
権
型

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
転
換
を
図
る
こ

と
が
地
方
分
権
改
革
の
目
標
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
地
方
分
権
改
革
は
、
ど
の

地
域
に
対
し
て
も
「
豊
か
な
自

治
」
を
実
現
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
財
政
力
の
弱
い
小
さ

な
自
治
体
へ
特
に
配
慮
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
。

財
政
再
建
の
手
段
で
は
な
く
、
地

域
の
自
立
（
律
）
を
目
指
し
た
も

の
と
位
置
付
け
、
大
き
な
２
つ
の

柱
か
ら
な
る
提
言
を
掲
げ
た
。

ま
ず
「
目
指
す
べ
き
第
二
期
分

権
改
革
の
具
体
的
な
成
果
」
と
し

て
、
▽
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し
と
権
限
の
移
譲
▽
税
源
移

譲
を
含
め
た
地
方
税
財
源
の
充
実

強
化
▽
地
方
共
有
税
構
想

の
実
現
▽
国
と
地
方
の
二

重
行
政
の
解
消
等
に
よ
る

行
政
の
簡
素
化
―
―
等
を

要
請
し
て
い
る
。

次
に
「
委
員
会
に
お
け

る
調
査
審
議
の
進
め
方
」

と
し
て
、
▽
調
査
審
議
対

象
事
項
の
精
査
・
選
択
▽

「
霞
ヶ
関
が
了
解
し
た
実

現
可
能
な
案
」
で
は
な
く

委
員
会
が
考
え
る
「
あ
る

べ
き
地
方
分
権
改
革
の

姿
」
の
提
言
▽
六
団
体
と
意
見
交

換
し
た
結
果
を
踏
ま
え
た
調
査
審

議
▽
委
員
間
の
集
中
討
議
に
よ
る

運
営
―
―
等
を
要
請
し
て
い
る
。

六
団
体
は
委
員
会
に
対
し
、
こ

れ
ら
の
提
言
内
容
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
真
の
地
方
分
権
改
革
の
実

現
に
向
け
た
調
査
審
議
を
行
う
よ

う
求
め
た
（
コ
メ
ン
ト
の
全
文
に

つ
い
て
は
、
下
段
に
掲
載
）。

本
日
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
国

会
同
意
が
得
ら
れ
、
同
委
員
会
が

発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
方
分
権
改
革
の
目
標
は
、

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
が

担
い
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
原
則

の
下
に
、「
国
が
決
め
て
地
方
が

従
う
」
と
い
う
中
央
集
権
型
の
シ

ス
テ
ム
か
ら
の
転
換
を
図
る
こ
と

で
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
、

子
育
て
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
地
方
の
役

割
を
よ
り
拡
大
し
、
住
民
が
安
全

・
安
心
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、「
地
域
の
実

情
を
最
も
よ
く
知
る
地
方
の
自
己

決
定
権
を
確
立
す
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
知
恵
と
発
想
を
集

め
、
文
化
、
産
業
な
ど
の
面
で
地

域
の
個
性
を
活
か
し
た
多
様
性
と

創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
は
、
ど

の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
て
も
「
豊

か
な
自
治
」
を
実
現
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
財
政
力
の
弱

い
小
さ
な
自
治
体
に
特
に
配
慮
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
大
都
市
と
農
山
漁
村
と

の
間
で
、
所
得
・
雇
用
・
住
民
サ

ー
ビ
ス
な
ど
様
々
な
面
で
の
格
差

の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
間
の
格
差
の
是
正
を
図
り
、

ど
の
地
域
も
自
立
（
律
）
を
目
指

せ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
委
員
会
に
お
い
て
は
、

こ
う
し
た
地
方
分
権
改
革
の
目
標

を
ふ
ま
え
、
財
政
再
建
の
手
段
と

し
て
の
地
方
分
権
改
革
で
は
な

く
、
地
方
が
自
立
（
律
）
し
互
い

に
支
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
地

方
分
権
改
革
を
推
進
さ
れ
た
い
。

つ
い
て
は
、
委
員
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
真
の
地
方
分

権
改
革
の
実
現
に
向
け
た
調
査
審

議
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
下
記
の
事

項
を
提
言
す
る
。

な
お
、
安
倍
総
理
を
ト
ッ
プ
と

し
た
「（
仮
）
地
方
分
権
改
革
推

進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
政
治
の

力
に
よ
り
地
方
の
求
め
る
真
の
地

方
分
権
改
革
の
実
現
を
図
ら
れ
た

い
。ま

た
、政
府
が「
地
方
分
権
改
革

推
進
計
画
」
を
作
成
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
地
方
六
団
体
の
代
表
者

と
事
前
に
協
議
を
行
わ
れ
た
い
。

記

１
�
目
指
す
べ
き
第
二
期
分
権
改

革
の
具
体
的
な
成
果

（
１
）
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し
と
権
限
の
移
譲

（
２
）
税
源
移
譲
を
含
め
た
地
方

税
財
源
の
充
実
強
化

�
国
税
と
地
方
税
の
税
源
配
分
を

５
対
５

�
格
差
是
正
を
図
る
た
め
、
税
源

の
乏
し
い
団
体
、
と
り
わ
け
市
町

村
に
十
分
な
配
慮

（
３
）
地
方
共
有
税
構
想
の
実
現

�
地
方
交
付
税
の
名
称
の
変
更

（「
地
方
共
有
税
」）

�
国
の
特
別
会
計
に
直
接
繰
り
入

れ
等

（
４
）
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の

解
消
等
に
よ
る
行
政
の
簡
素
化

�
国
に
よ
る
関
与
、
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
廃
止
・
縮
小

�
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減

�
国
の
地
方
支
分
部
局
の
廃
止
・

縮
小
に
よ
る
国
と
地
方
の
二
重
行

政
の
解
消

（
５
）「（
仮
）
地
方
行
財
政
会

議
」
の
設
置

�
政
府
と
地
方
の
代
表
者
等
が
協

議
を
行
い
、
地
方
の
意
見
を
政
府

の
政
策
立
案
及
び
執
行
に
反
映
さ

せ
る

�
政
府
は
、
会
議
に
お
い
て
協
議

が
整
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ

の
結
果
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る

２
�
委
員
会
に
お
け
る
調
査
審
議

の
進
め
方

（
１
）
第
二
期
分
権
改
革
に
お
け

る
優
先
課
題
を
見
定
め
、
調
査
審

議
の
対
象
と
す
る
事
項
を
精
査
、

選
択
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
一

か
ら
個
別
の
事
務
事
業
や
国
庫
補

助
負
担
金
の
調
査
審
議
に
力
を
注

ぐ
の
で
は
な
く
、
地
方
分
権
改
革

を
進
め
る
た
め
の
大
き
な
議
論
に

力
点
を
置
く
こ
と
。

（
２
）
第
一
次
分
権
改
革
の
際
の

よ
う
な
、
「
霞
ヶ
関
が
了
解
し
た

実
現
可
能
な
案
」
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
委
員
会
が
考
え
る
「
あ

る
べ
き
地
方
分
権
改
革
の
姿
」
を

つ
く
り
、
政
府
に
大
胆
に
提
言
す

る
こ
と
。

（
３
）
地
方
六
団
体
と
十
分
に
意

見
交
換
し
た
上
で
、
そ
の
意
見
を

踏
ま
え
、
地
方
と
一
致
協
力
し
て

調
査
審
議
を
進
め
る
こ
と
。
地

方
、
特
に
農
山
漁
村
地
域
の
市
町

村
の
実
態
を
踏
ま
え
た
調
査
審
議

を
行
う
こ
と
。

（
４
）
事
務
局
主
導
を
避
け
、
委

員
間
の
集
中
討
議
を
中
心
に
委
員

会
を
進
め
、
第
二
期
分
権
改
革
の

大
き
な
方
向
性
を
委
員
が
共
有
す

る
こ
と
。

（
５
）
国
民
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ

ン
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、

委
員
会
の
審
議
は
原
則
公
開
で
行

う
こ
と
。

１９
年
３
月
２９
日

地
方
六
団
体

六六団団体体ががココメメンントト発発表表
分分権権委委発発足足ににああたたりり

地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
委委
員員
会会

のの
発発
足足
にに
ああ
たた
っっ
てて
――
六六
団団
体体

ココメメンントト
〈〈全全文文〉〉

第１６４９号 平成１９年４月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
３
月
３０
日
、
「
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
」
を
ま

と
め
た
。
こ
れ
は
、
平
成
１８
年
１２

月
３１
日
現
在
在
職
す
る
者
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
時
に
届
出

た
所
属
党
派
を
調
べ
た
も
の
。

市
区
議
定
数
２
４
０
人
増

調
べ
に
よ
る
と
、
市
区
町
村
議

会
の
議
員
定
数
の
合
計
は
、
前
年

よ
り
５
１
５
５
人
減
の
４
万
１
３

４
２
人
。
欠
員
を
除
い
た
実
議
員

数
は
４
万
６
３
１
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
市
区
議
会
議
員
の

定
数
合
計
は
、
前
年
よ
り
２
４
０

人
増
の
２
万
４
９
８
４
人
。
欠
員

を
除
い
た
実
議
員
数
は
２
万
４
６

４
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

町
村
議
会
議
員
の
定
数
合
計
は
、

前
年
よ
り
５
３
９
５
人
減
の
１
万

６
３
５
８
人
で
市
区
議
員
定
数
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
欠
員
を

除
い
た
実
議
員
数
は
１
万
５
９
９

１
人
と
な
っ
て
い
る
。

市
区
議「
無
所
属
」最
多

全
国
８
０
２
市
区
（
１８
年
１２
月

末
現
在
）
の
議
会
議
員
２
万
４
６

４
０
人
を
所
属
党
派
別
に
み
る

と
、
無
所
属
（
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
に
所
属
し
な
い
者
）
が
最

も
多
く
１
万
６
８
８
７
人
で
全
体

の
６８
・
５
％
（
前
年
比
０
・
１
ポ
イ

ン
ト

増
）
を
占
め
る
。
次
い
で
公
明
党

が
２
３
９
４
人
で
９
・
７
％
（
前

年
同
率
）
、
日
本
共
産
党
が
２
１

６
３
人
で
８
・
８
％
（
同
率
）
、

自
由
民
主
党
が
１
７
７
３
人
で
７

・
２
％
（
０
・
２
ポ
イ

ン
ト

減
）
、
民
主

党
が
７
３
４
人
で
３
・
０
％
（
０

・
２
ポ
イ

ン
ト

増
）
、
社
会
民
主
党
が
４

２
７
人
で
１
・
７
％
（
０
・
１
ポ
イ

ン
ト

減
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
�

表
１
参
照
。

市
区
議
１１
％
が
女
性

全
国
の
女
性
市
区
議
会
議
員
の

総
数
は
２
７
６
０
人
で
前
年
よ
り

５６
人
増
。
全
市
区
議
員
の
１１
・
２

％
（
０
・
２
ポ
イ

ン
ト

増
）
を
占
め
て
い

る
�
表
２
参
照
。

女
性
市
区
議
の
所
属
党
派
を
み

る
と
、
無
所
属
が
最
も
多
く
９
７

１
人
で
全
女
性
市
区
議
の
３５
・
２

％
（
０
・
６
ポ
イ

ン
ト

増
）
を
占
め
る
。

次
い
で
日
本
共
産
党
が
７
７
７
人

で
２８
・
２
％
（
０
・
４
ポ
イ

ン
ト

減
）
、

公
明
党
が
６
６
８
人
で
２４
・
２
％

（
０
・
２
ポ
イ

ン
ト

増
）
、
諸
派
が
１
５

３
人

で
５
・
５
％
（
０
・
３
ポ
イ

ン
ト

減
）
、
民
主
党
が
８１
人
で
３
・
０

％
（
０
・
１
ポ
イ

ン
ト

増
）
な
ど
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
党
派
別
に
女
性
議
員
の

占
め
る
割
合
を
み
る
と
、
最
も
高

い
の
は
、
諸
派
の
６４
・
０
％
。
次

い
で
日
本
共
産
党
の
３５
・
９
％
、

公
明
党
の
２７
・
９
％
、
社
会
民
主

党
の
１３
・
１
％
、
民
主
党
の
１１
・

０
％
、
無
所
属
の
５
・
７
％
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

全
市
区
長
が
無
所
属

こ
の
ほ
か
、
市
区
長
の
所
属
党

派
を
み
る
と
、
欠
員
の
２
市
を
除

く
８
０
０
市
区
全
て
の
首
長
が
無

所
属
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
市
区
長
は
新
宿
区
、
三

鷹
市
、
国
立
市
、
多
摩
市
、
平
塚

市
、
伊
勢
原
市
、
尼
崎
市
、
五
島

市
、
沖
縄
市
の
計
９
人
。

女性市区議数の推移

※

１８年末

市市
区区
議議「「
無無
所所
属属
」」がが
６６９９
％％

地
方
議
員
の
所
属
党
派

―
総
務
省
調

各市のニュースを募集
「全国市議会旬報」では、各市の
議会ニュース、市政ニュース等を
募集しています。全国でもめずら
しい条例の制定や各市の先進的な
施策の取り組み事例の資料、写真
などの提供をお待ちしています。

（送付・問い合わせ先）
〒１０２―００９３
東京都千代田区平河町２―４―２
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当 まで
ＴＥＬ ０３（３２６２）２３０９

〈表１〉
市区議会議員の所属党派別人員調

単位：人（％）

平成１７年１２月

２，３７８ （９．７）

２，１６２ （８．８）

１，８１９ （７．４）

６９６ （２．８）

４３５ （１．８）

２４ （０．１）

―

―

―

２４９ （１．０）

１６，７２３ （６８．４）

２４，４８６（１００．０）

２５８（１００．０）

２４，７４４（１００．０）

※構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入

平成１８年１２月

２，３９４ （９．７）

２，１６３ （８．８）

１，７７３ （７．２）

７３４ （３．０）

４２７ （１．７）

２２ （０．１）

１ （０．０）

０ （０．０）

０ （０．０）

２３９ （１．０）

１６，８８７ （６８．５）

２４，６４０（１００．０）

３４４（１００．０）

２４，９８４（１００．０）

党 派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 主 党

社会民主党

自 由 党

新 党 大 地

国 民 新 党

新 党 日 本

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定 数 合 計

（３） 平成１９年４月１５日 第１６４９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
４
年

度
の
１
億
２
７
７
９
万
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
に
転
じ
た
。
少
子
高
齢

化
の
も
と
、
こ
の
傾
向
は
今
後
加

速
化
が
確
実
と
見
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
日
本
の
世
帯
数

は
ま
だ
ま
だ
増
え
続
け
、
そ
の
ピ

ー
ク
が
や
っ
て
く
る
の
は
２
０
１

５
年
に
な
る
見
通
し
だ
。

人
口
が
減
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
世
帯
数
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
夫
婦
プ
ラ
ス
子
ど

も
の
い
わ
ゆ
る
標
準
家
庭
が
減

り
、
一
人
暮
ら
し
家
庭
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

統
計
的
に
も
、
２
０
０
７
年
に

一
人
暮
ら
し
家
庭
の
数
が
標
準
家

庭
の
数
を
超
え
る
こ
と
は
確
実
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
世
帯
構
造
の
変
化
は
、

人
び
と
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
消
費

動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

老
若
男
女
の
分
担
と
い
う
考
え
方

は
徐
々
に
す
た
れ
、
一
人
の
人
間

が
あ
ら
ゆ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
で

は
、
そ
う
し
た
個
人
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
と
こ
ろ
に
新
し
い
ニ
ー
ズ
が

生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
問
題
と
し
て
考
え
る
と
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
激

増
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
地
域
の
つ
な
が
り
も
希

薄
に
な
る
中
、
こ
う
し
た
人
び
と

を
支
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

全全国国市市議議会会議議長長会会

第第８８３３回回定定期期総総会会
６月１９日、東京・日比谷公会堂で開催

全国市議会議長会は６月１９日、下記のと
おり定期総会を開催します。
総会では、会長をはじめ新役員を選任す

るほか、正副議長・議員の永年勤続表彰、
地方行政委員会など６委員会の活動報告、
会長提出議案、部会提出議案の審議などが
行われます。
開催案内は３月８日付けで全市に送付し

ております。
記

◆日 時：平成１９年６月１９日（火）
１０：３０開会

◆場 所：日比谷公会堂
（東京都千代田区日比谷公園
１番３号）

◆出席者：議長（副議長）および随行者の
各市２名

◆申込み：送付済の出欠報告書にて
◆問合せ：全国市議会議長会 総務部

TEL ０３―３２６２―５２３４
FAX ０３―３２６３―５７５１

▼
議
長

▽
中
央
（
山
梨
）

河
西
俊
彦（
２
・
２３
）

▽
瑞
浪

成
重
隆
志（
２
・
２３
）

▽
焼
津

良
知
淳
行（
２
・
２６
）

▽
各
務
原

古
田
澄
信（
２
・
２６
）

▽
大
野

松
田
信
子（
２
・
２７
）

▽
下
関

関
谷

博（
２
・
２７
）

▽
三
豊

多
田

治（
２
・
２８
）

▽
渋
川

大
島
勝
昭（
３
・
１
）

▽
市
原

星
野
伊
久
雄（
３
・
１
）

▽
三
木

西
垣
秀
美（
３
・
１
）

▽
津
久
見
薬
師
寺
貞
助（
３
・
１
）

▽
前
橋

宮
田
和
夫（
３
・
２
）

▽
多
治
見

水
野
由
之（
３
・
２
）

▽
橿
原

細
川
佳
秀（
３
・
５
）

▽
五
島

中
尾
剛
一（
３
・
５
）

▽
大
分

三
浦
由
紀（
３
・
５
）

▽
三
島

鈴
木
勝
彦（
３
・
１２
）

▽
か
ほ
く

別
宗
明
敏（
３
・
１３
）

▽
山
武

鈴
木

勇（
３
・
１５
）

▽
富
山

佐
伯
光
一（
３
・
２０
）

▽
入
間

近
藤
常
雄（
３
・
２０
）

▽
坂
戸

森
田
精
一（
３
・
２０
）

▽
飛
�

大
久
保
道
憲（
３
・
２０
）

▽
茂
原

市
原
健
二（
３
・
２２
）

▽
白
山

北
村

登（
３
・
２３
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い

廣
瀬

満（
３
・
２３
）

▽
富
士
見

金
子
茂
一（
３
・
２３
）

▽
洲
本

小
松

茂（
３
・
２６
）

▽
吉
野
川

藤
原
一
正（
３
・
２７
）

▼
副
議
長

▽
中
央
（
山
梨
）

大
沼
芳
樹（
２
・
２３
）

▽
瑞
浪

山
田
実
三（
２
・
２３
）

▽
名
寄

林

寿
和（
２
・
２６
）

▽
焼
津

松
本
修
藏（
２
・
２６
）

▽
各
務
原

三
丸
文
也（
２
・
２６
）

▽
大
野

山
本
鐵
夫（
２
・
２７
）

▽
下
関

福
田
幸
博（
２
・
２７
）

▽
入
間

駒
井

勲（
２
・
２８
）

▽
高
島

渡
�
近
治（
２
・
２８
）

▽
三
豊

金
丸

勉（
２
・
２８
）

▽
羽
咋

�
田
甚
哉（
３
・
１
）

▽
渋
川

望
月
昭
治（
３
・
１
）

▽
豊
後
高
田
明
石
光
子（
３
・
１
）

▽
前
橋

真
下
三
起
也（
３
・
２
）

▽
多
治
見

伴
野
誠
治（
３
・
２
）

▽
郡
上

池
田
喜
八
郎（
３
・
２
）

▽
七
尾

大
林
吉
正（
３
・
５
）

▽
橿
原

広
田
順
則（
３
・
５
）

▽
新
居
浜

伊
藤
優
子（
３
・
５
）

▽
か
ほ
く
沖
津
千
万
人（
３
・
１３
）

▽
富
山

植
野

稔（
３
・
２０
）

▽
飛
�

池
田
寛
一（
３
・
２０
）

▽
茂
原

三
枝
義
男（
３
・
２２
）

▽
白
山

岡
本
克
行（
３
・
２３
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い

細
田
忠
夫（
３
・
２３
）

▽
富
士
見
関
野
兼
太
郎（
３
・
２３
）

▽
南
房
総

木
曽
貴
夫（
３
・
２３
）

▽
加
賀

岩
村
正
秀（
３
・
２６
）

▽
洲
本

笹
田

守（
３
・
２６
）

▽
吉
野
川
後
藤
田
哲
夫（
３
・
２７
）

▼
事
務
局
長

▽
芦
別

鈴
木

透（
３
・
２１
）

▽
仙
台

佐
藤
壽
男（
４
・
１
）

▽
天
童

星
野

治（
４
・
１
）

▽
東
根

佐
藤
信
行（
４
・
１
）

▽
能
美

山
崎
一
雄（
４
・
１
）

▽
須
坂

佐
藤
昭
雄（
４
・
１
）

▽
府
中
（
東
京
）

平
野
耕
市（
４
・
１
）

▽
多
摩

立
川
慎
一（
４
・
１
）

▽
大
和

角
野
秀
樹（
４
・
１
）

▽
佐
野

矢
島
俊
雄（
４
・
１
）

▽
前
橋

石
田
隆
男（
４
・
１
）

▽
八
千
代

小
出
忠
行（
４
・
１
）

▽
君
津

水
野
克
己（
４
・
１
）

▽
島
田

田
中
秀
實（
４
・
１
）

▽
一
宮

後
藤
俊
彦（
４
・
１
）

▽
有
田

佐
原
貞
行（
４
・
１
）

▽
松
江

野
津
精
一（
４
・
１
）

▽
吉
野
川

阿
部
勝
一（
４
・
１
）

▽
観
音
寺

大
西
勢
津
子（
４
・
１
）

▽
西
条

佐
伯
浩
一（
４
・
１
）

▽
宇
城

坂
�
秀
直（
４
・
１
）

▽
筑
西
市
（
茨
城
県
）

〒
３
０
８
―
８
６
１
６

筑
西
市
下
中
山
７
３
２
番
地
１

�
０
２
９
６（
２
４
）２
１
７
３

�
０
２
９
６（
２
４
）２
１
８
４

（
議
会
事
務
局
直
通
）

議

会

人

事

議
会
所
在
地
変
更

時の話題 単
独
世
帯

進
む
日
本
人
の
一
人
暮
ら
し
化
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